
一
五

吹
田
ゆ
か
り
の
文
人
画
家
　
金
子
雪
操
の
画
事

―
山
水
図
を
中
心
に
―

谿た
に

　
　
季と
き

　
江え

は
じ
め
に

　

金
子
雪
操
（
一
七
九
四
‐
一
八
五
七
）
は
江
戸
後
期
に
活
躍
し
た
文
人
画
家
で
あ

る
。
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）、
知
遇
を
得
て
吹
田
に
来
訪
し
、
後
に
「
吹
田
雪
操
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
雪
操
の
画
業
を
考
察
す
る
上
で
、
吹
田
来
訪
は
大
き
な

転
機
と
な
っ
た
出
来
事
で
あ
り
、
こ
の
時
期
を
境
に
画
風
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ

る
。
こ
こ
で
は
、
山
水
図
を
中
心
に
雪
操
の
吹
田
時
代
の
作
品
を
紹
介
す
る
。

一
、
雪
操
の
略
歴
と
人
間
像①

　

雪
操
と
い
う
人
物
つ
い
て
は
あ
ま
り
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、『
難

華
風
流
繁
昌
記
』
下
之
巻
（
天
保
四
年
・
一
八
三
三
）、『
続
浪
華
郷
友
録
』（
天
保

八
年
・
一
八
三
七
）、『
難
華
人
物
誌
』（
明
治
三
十
七
・
一
九
〇
四
）、『
大
阪
人
物
誌
』

（
大
正
十
五
年
・
一
九
二
六
）
な
ど
に
雪
操
の
名
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
人
名

録
を
も
と
に
、
ま
ず
雪
操
の
略
歴
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

金
子
雪
操
。
名
は
大
美
、
字
は
不
言
、
孟
玉
、
別
号
と
し
て
各
半
道
人
、
美
翁
、

金
翁
、
翠
陀
小
隠
な
ど
を
用
い
た
。
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）、
江
戸
の
幕
臣
犬
塚

氏
の
家
に
生
ま
れ
、
後
に
金
子
家
の
養
子
と
な
る
。
少
年
の
頃
、
伊
勢
長
島
藩
主
で

あ
る
増
山
雪
斎
に
仕
え
、
同
時
に
画
法
を
学
び
、「
雪
操
」
と
い
う
名
を
与
え
ら
れ
る
。

雪
操
が
雪
斎
に
仕
え
始
め
た
契
機
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）

に
姫
路
藩
主
の
酒
井
雅
楽
頭
が
開
い
た
宴
で
、
雪
斎
と
犬
塚
印
南
唯
助
が
同
席
し
て

お
り
、
こ
の
犬
塚
印
南
と
い
う
人
物
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
田
中
敏
雄

氏
は
推
測
し
て
い
る②
。
致
仕
後
、
越
後
の
釧
雲
泉
に
つ
い
て
山
水
画
を
学
び
、
中
年

の
頃
に
は
、
大
窪
詩
仏
に
漢
詩
を
、
京
都
加
茂
家
の
書
家
に
書
法
を
学
ぶ
な
ど
し
て

文
人
と
し
て
の
素
養
を
身
に
つ
け
た
。
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
頃
、
大
坂
に
来
訪

し
、
一
時
桜
橋
付
近
に
住
ん
だ
。

　
『
浪
華
人
物
誌
』
に
よ
る
と
、
大
坂
に
や
っ
て
来
て
す
ぐ
の
頃
、
雪
操
は
相
当
貧

し
い
暮
ら
し
を
強
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
米
を
買
う
こ
と
も
出
来
ず
、
数
日
間
何

も
食
べ
ず
に
過
ご
す
こ
と
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、『
大
阪
人
物
誌
』
に
は
、「
堂

島
桜
橋
西
の
長
屋
に
居
る
貧
困
甚
だ
し
き
も
意
に
介
せ
ず
獨
り
塵
埃
の
中
に
座
し
て

日
々
古
い
方
帖
を
模
し
書
譜
を
臨
し
て
平
然
晏
如
た
り
」
と
あ
り
、
貧
困
を
意
と
も

介
せ
ず
日
々
古
画
の
学
習
に
精
進
し
て
い
た
様
子
が
伺
え
る
。
さ
ら
に
、
雪
操
は
決

し
て
社
交
的
な
タ
イ
プ
の
人
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、「
当
時
篠
崎
小
竹
の
名
府
下

に
噪
し
く
文
墨
の
客
之
に
交
は
ら
ざ
る
者
な
し
。
雪
操
獨
り
其
門
を
叩
か
ず
、
唯
藤

澤
東
畡
、
八
木
巽
所
と
往
来
し
以
て
其
驩
を
竭
す
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、

小
竹
の
も
と
に
は
多
く
の
文
人
墨
客
が
集
っ
た
が
、
雪
操
は
小
竹
と
は
交
遊
せ
ず
、

専
ら
藤
澤
東
畡
や
八
木
巽
所
ら
気
の
合
う
人
と
の
親
交
を
大
切
に
し
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
他
、
雪
操
の
奇
人
ぶ
り
を
伝
え
る
逸
話
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
雪
操
は
決
し

て
偏
屈
な
人
間
で
あ
っ
た
訳
で
は
な
い
。
何
者
に
も
制
約
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
た

だ
一
念
に
文
人
と
し
て
の
理
想
を
追
い
求
め
た
人
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
雪
操
の
人
柄
を
愛
し
た
の
が
、
吹
田
村
の
代
官
職
に
あ
っ
た
井
内
左
門



一
六

人
画
風
の
山
水
図
で
あ
り
、
現
在
十
数
点
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
か
ら

年
紀
の
あ
る
も
の
を
制
作
年
順
に
列
挙
す
る
。

①
《
春
秋
山
水
図
》（
双
幅
） 

天
保
八
・
十
年 

堺
市
立
博
物
館
蔵
（
挿
図
1
）

②
《
山
水
図
》
天
保
十
年　

堺
市
立
博
物
館
蔵

③
《
渓
谷
図
》
天
保
十
二
年　

個
人
蔵 

（
図
3
）

④
《
蘭
亭
曲
水
図
》
天
保
十
二
年　

個
人
蔵 

（
図
4
）

⑤
《
米
法
山
水
図
》《
玉
堂
富
貴
図
》《
秋
景
山
水
図
》（
三
幅
）

�

天
保
十
三
年　

吹
田
市
立
博
物
館
蔵

⑥
《
春
秋
山
水
図
》（
双
幅
）
天
保
十
四
年　

吹
田
市
立
博
物
館
蔵

⑦
《
山
水
図
》
嘉
永
元
年　

吹
田
市
立
博
物
館
蔵

⑧
《
蘭
亭
曲
水
図
》
嘉
永
三
年　

吹
田
市
立
博
物
館
蔵

　

そ
の
他
、
制
作
年
は
不
明
で
あ
る
が
、

⑨
《
青
柳
山
水
図
》
関
西
大
学
図
書
館
蔵 

（
図
5
）

⑩
《
春
秋
山
水
図
》（
双
幅
）
関
西
大
学
図
書
館
蔵

⑪
《
春
景
山
水
之
図
》
関
西
大
学
図
書
館
蔵

の
三
点
が
雪
操
の
作
品
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
中
か
ら
、
吹
田
時
代
の
主
要
な

作
品
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

三
、
吹
田
在
住
時
代
の
作
品

　

ま
ず
、
堺
市
立
博
物
館
所
蔵
の
《
春
秋
山
水
図⑤
》
は
、
各
図
と
も
縦
一
二
七
・
六

で
あ
る
。
左
門
は
、
頼
山
陽
や
田
能
村
竹
田
と
も
交
遊
の
あ
る
文
化
人
で
あ
る
が
、

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）、
雪
操
を
客
人
と
し
て
吹
田
に
招
き
入
れ
た
。
左
門
の
庇

護
の
も
と
、
雪
操
は
八
・
九
年
間
吹
田
に
居
寓
し
、
多
く
の
作
品
を
残
す
。
そ
の
後
、

再
び
大
坂
に
戻
り
、
大
坂
釣
鐘
町
ま
た
は
島
町
に
住
む
。
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）

八
月
五
日
、
六
十
四
歳
で
没
し
、
天
王
寺
東
門
清
寿
院
に
埋
葬
さ
れ
た
。

二
、
雪
操
の
画
業
に
つ
い
て

　
『
浪
華
人
物
誌
』（
明
治
三
十
七
年
・
一
九
二
六
）
に
は
、「
越
後
の
釧
雲
泉
に
従

ひ
山
水
の
法
を
受
け
て
そ
の
妙
に
至
る
。
雲
泉
は
渲
染
法
を
発
明
せ
し
人
な
り
。
是

よ
り
先
、
青
緑
山
水
法
あ
り
と
雖
も
、
未
た
其
の
正
法
を
得
す
。
雪
操
刻
苦
励
精
遂

に
之
を
発
明
す
」
と
あ
り
、
不
断
の
努
力
の
末
、
青
緑
山
水
法
の
修
得
に
至
っ
た
と

さ
れ
る③
。
ま
た
、『
新
選
浪
華
名
流
記
』（
弘
化
二
年
・
一
八
四
五
）
の
雪
操
の
頁
に

は
「
専
南
宗
」
と
あ
り
、『
浪
華
名
家
墓
所
記
』（
明
治
四
十
四
年
・
一
九
一
一
）
に

は
「
文
人
画
に
巧
に
し
て
其
名
世
に
鳴
る
」
と
あ
る④
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
雪
操
は
当

時
文
人
画
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

だ
が
、
雪
操
は
文
人
画
の
み
な
ら
ず
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
手
掛
け
た
。
例

え
ば
、
吹
田
市
立
博
物
館
所
蔵
の
《
玉
堂
富
貴
図
》（
図
1
）
は
色
鮮
や
か
な
牡
丹

を
写
生
的
に
描
い
た
長
崎
派
風
の
花
鳥
画
で
あ
る
。
ま
た
、
鶺
鴒
と
合
歓
を
繊
細
な

筆
致
で
描
い
た
《
鶺
鴒
合
歓
図
》（
吹
田
市
立
博
物
館
蔵
）
か
ら
は
、
円
山
四
条
派

の
学
習
の
跡
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、《
観
音
図
》（
個
人
蔵
）（
図
2
）
な
ど
の
仏

画
も
手
掛
け
て
お
り
、
多
彩
な
画
風
を
描
き
分
け
る
こ
と
の
で
き
る
技
量
の
持
ち
主

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
多
様
な
作
品
の
中
で
最
も
多
く
現
存
す
る
の
は
、
や
は
り
文



一
七

×
五
一
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
絹
本
墨
画
淡
彩
に
よ
る
双
幅
で
あ
る
。
右
幅
の《
春

景
山
水
図
》
は
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）（
挿
図
1
‐
1
）、
左
幅
の
《
秋
景
山
水
図
》

は
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）（
挿
図
1
‐
2
）
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
各
図

と
も
「
翠
陀
」
の
款
記
を
伴
う
。「
翠
陀
」
は
「
吹
田
」
と
同
音
の
漢
字
を
あ
て
「
す

い
た
」と
読
み
、雪
操
が
吹
田
在
住
時
代
に
よ
く
用
い
た
号
で
あ
る
。《
春
景
山
水
図
》

に
は
山
中
に
居
を
か
ま
え
る
人
物
の
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
山
の
描
き
方
に
特

徴
が
あ
る
。
山
の
稜
線
を
何
重
に
も
重
ね
、
下
か
ら
上
へ
と
盛
り
上
げ
る
よ
う
に
、

特
異
な
形
の
山
々
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
方
、《
秋
景
山
水
図
》
に
は
、
山
中
に
佇

む
人
物
と
橋
を
渡
る
童
子
が
描
か
れ
、
そ
の
奥
に
山
が
連
な
る
。《
春
景
山
水
図
》

と
は
異
な
り
、
比
較
的
ゆ
っ
た
り
と
し
た
稜
線
を
用
い
、
丸
み
を
帯
び
た
大
き
な
山

の
塊
が
描
か
れ
て
い
る
。
近
景
の
岩
も
同
様
の
皴
法
で
描
か
れ
て
い
る
。
双
方
と
も
、

一
つ
の
画
面
で
同
じ
皴
法
が
多
用
さ
れ
、
や
や
単
調
に
見
え
る
嫌
い
が
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
時
期
は
様
式
が
定
ま
ら
ず
、
様
々
な
技
法
を
試
み
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
二

点
の
山
水
図
は
全
く
異
な
る
画
風
で
描
か
れ
て
い
る
。

　

次
に
、《
渓
谷
図
》（
図
3
）
は
本
紙
の
寸
法
が
、
縦
一
〇
〇
・
三
×
横
三
五
・
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
右
上
に
「
雪
操
金
大
美
」
の
落
款
と
「
大
美
」
の
白
文
方
印
、「
不

言
」
の
朱
文
方
印
を
捺
す
。「
辛
丑
」
の
年
紀
を
伴
う
こ
と
か
ら
、天
保
十
二
年
（
一

八
四
一
）
に
描
か
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
絹
本
墨
画
淡
彩
に
よ
り
静

謐
さ
に
満
ち
た
渓
谷
の
情
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
近
景
の
河
辺
に
あ
ず
ま
屋
と
松
な

ど
の
草
木
を
配
し
、
遠
景
に
山
並
み
が
連
な
る
。
中
景
に
大
き
く
余
白
を
と
り
、
近

景
と
遠
景
と
が
明
確
に
区
分
さ
れ
た
平
明
な
構
図
と
な
っ
て
い
る
。

　
《
蘭
亭
曲
水
図
》（
図
4
）
は
本
紙
の
寸
法
が
、
縦
一
〇
九
・
四
×
横
四
三
・
一
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
左
上
に
「
雪
操
金
大
美
」
の
落
款
と
「
大
美
」
の
白
文
方
印
、「
不

言
」
の
朱
文
方
印
を
捺
す
。「
辛
丑
」
の
年
紀
か
ら
、《
渓
谷
図
》
と
同
年
の
天
保
十

二
年
（
一
八
四
一
）
に
制
作
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
絹
本
墨
画
淡
彩

に
よ
り
、
王
羲
之
ら
が
曲
水
の
宴
を
楽
し
む
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
の
前
景

右
側
部
分
に
大
き
く
竹
藪
を
配
し
、
遠
景
に
王
羲
之
ら
の
姿
を
描
く
。

　

天
保
十
二
年
に
制
作
さ
れ
た
こ
れ
ら
二
点
、
つ
ま
り
《
渓
谷
図
》
と
《
蘭
亭
曲
水

図
》
は
、
い
ず
れ
も
遠
近
感
を
意
識
し
た
構
図
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

時
期
、
雪
操
は
遠
近
法
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
雪
操
が
師
事
し

た
釧
雲
泉
は
、
晩
年
、
い
く
つ
か
の
「
六
遠
図
」
を
制
作
し
て
い
る
。
雪
操
は
ま
さ

挿図 1 - 1 《春景山水図》挿図 1 - 2 《秋景山水図》



一
八

に
こ
の
頃
、
越
後
を
遍
歴
中
の
雲
泉
に
つ
い
て
画
法
を
学
ん
だ
。
残
念
な
が
ら
、
雪

操
の
描
い
た
「
六
遠
図
」
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
晩
年
の
雲
泉

に
付
き
従
っ
た
雪
操
が
、
遠
近
法
に
興
味
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
ご
く
自
然

の
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
、
制
作
年
が
不
明
で
あ
っ
た
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
の
《
青
柳
山
水
図
》

（
図
5
）
を
見
て
み
よ
う
。
本
紙
の
寸
法
は
、
縦
一
四
二
・
四
×
横
四
九
・
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
。
絹
本
に
鮮
や
か
な
緑
青
で
彩
色
を
ほ
ど
こ
し
た
青
緑
山
水
図
で
あ
る
。

左
上
に
「
翠
陀
金
大
美
」
の
落
款
と
「
雪
操
」
の
白
文
方
印
、右
下
に
「
翠
□
水
印
」

の
朱
文
長
方
印
を
捺
す
。
年
紀
は
な
い
が
、「
翠
陀
」
の
号
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

吹
田
在
住
時
代
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
款
記
に
「
保
西
小
春
赤
壁
後
一
日
写
東
坡

詩
意
」
と
あ
り
、
古
戦
場
の
舞
台
と
な
っ
た
赤
壁
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
近
景
は
俯
瞰
す
る
よ
う
に
描
か
れ
、
水
辺
に
浮
か
ん
だ
一
隻
の
舟
に
は
高
士

の
姿
が
あ
る
。
遠
く
の
山
々
は
高
く
聳
え
立
ち
、
切
立
っ
た
岸
壁
の
間
か
ら
数
軒
の

家
並
み
が
見
え
る
。
深
遠
、
平
遠
、
高
遠
の
三
遠
法
に
よ
り
空
間
が
構
成
さ
れ
、
画

面
に
奥
行
き
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
熟
達
し
た
表
現
技
法
か
ら
、
吹
田
時

代
後
期
の
作
品
で
あ
る
と
推
察
で
き
る
。

ま
と
め

　

吹
田
来
訪
直
後
の
作
品
と
数
年
後
の
作
品
と
を
比
較
す
る
と
、
来
訪
直
後
に
描
か

れ
た
作
品
は
、
皴
法
の
用
い
方
が
単
調
で
あ
り
、
ど
こ
か
拙
さ
が
感
じ
ら
れ
た
が
、

吹
田
時
代
後
期
に
制
作
さ
れ
た
作
品
は
構
図
が
安
定
し
、
遠
近
感
も
う
ま
く
表
現
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
吹
田
来
訪
後
、
天
保
十
年
前
後
を
境
と
し
て
雪
操
の

画
風
は
、
と
り
わ
け
遠
近
法
の
用
い
方
に
お
い
て
、
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
と
い
っ

て
よ
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
吹
田
で
の
安
定
し
た
生
活
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
大
坂

に
来
て
す
ぐ
の
頃
、
雪
操
は
日
々
の
生
活
に
窮
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
吹
田
来
訪

後
は
左
門
の
庇
護
を
受
け
画
業
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
恵
ま
れ
た
環
境
の
も

と
、
雪
操
は
そ
の
画
才
を
発
揮
し
、
遠
近
法
を
修
得
す
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
際
、
雪
操
は
ど
の
よ
う
な
学
習
方
法
を
採
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
大
阪
人

物
誌
』
に
よ
る
と
、
雪
操
は
火
災
に
よ
り
粉
本
を
な
く
し
、
そ
れ
以
降
、
弟
子
に
指

導
す
る
際
も
一
切
粉
本
を
用
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
る⑥
。
だ
が
、
吹
田
来
訪
後
、
完
全

に
独
学
で
学
ん
だ
と
は
考
え
に
く
く
、
や
は
り
何
ら
か
の
手
本
が
あ
っ
た
と
考
え
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
資
料
不
足
の
た
め
断
定
は
で
き
な
い
が
、
中
国
の
古
画
や
雲

仙
を
は
じ
め
と
す
る
当
時

の
日
本
の
文
人
画
家
が
描

い
た
作
品
を
参
考
に
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え

ば
、《
渓
谷
図
》（
図
3
）
は

元
代
の
画
家
、
王
紱
が
描
い

た
《
秋
林
隠
居
図
》（
東
京

国
立
博
物
館
蔵
）（
挿
図
2 ⑦
）

に
近
似
す
る
。
中
景
に
大
き

く
余
白
を
と
り
、
近
景
の
岸

辺
に
あ
ず
ま
屋
と
木
々
を
、

遠
景
に
山
並
み
を
配
す
る

構
図
は
、
雪
操
の
そ
れ
と
同

挿図 3『八種画譜』 挿図 2  �《秋林山水図》
（部分）



一
九

様
で
あ
り
、
モ
チ
ー
フ
も
共
通
す
る
。
ま
た
、『
八
種
画
譜
』（
挿
図
3
）
に
も
同
様

の
図
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
雪
操
の
山
水
図
は
中
国
絵
画
に
そ
の
典
拠
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
雪
操
は
中
国
絵
画
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

一
方
で
写
生
的
な
要
素
を
取
り
入
れ
た
作
品
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
先
述

し
た《
玉
堂
富
貴
図
》（
吹
田
市
立
博
物
館
所
蔵
）（
図
1
）
や
、
堺
市
の
旧
家
に
伝
わ

る
「
山
水
図
襖
絵
」（
天
保
十
四
年
・
一
八
四
三
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
襖
絵
を
調

査
し
た
田
中
氏
は
、「
秋
田
蘭
画
の
花
鳥
画
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
近
接
拡
大
し
て
精
緻

に
描
か
れ
た
近
景
と
低
く
ぼ
ん
や
り
と
表
現
さ
れ
た
遠
景
の
描
写
と
相
い
似
た
よ
う

な
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」
と
述
べ
、
雪
操
の
山
水
図
に「
西
洋
的
近
代

性
」
を
見
出
し
て
い
る⑧
。
江
戸
時
代
後
期
は
、
秋
田
蘭
画
の
み
な
ら
ず
、
長
崎
派
や
円

山
派
、
そ
し
て
四
条
派
な
ど
の
写
生
的
な
絵
画
が
流
行
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
雪
操
も
こ
う
し
た
近
代
化
の
流
れ
と
は
無
関
係
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
雪
操
の
画
業
を
長
期
的
な
尺
度
で
見
返
す
と
、
雪
操
は
中
国

絵
画
の
古
典
に
習
い
な
が
ら
も
、
時
代
の
潮
流
に
沿
い
写
生
的
な
要
素
を
取
り
入
れ

て
い
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
従
っ
て
、
吹
田
来
訪
後
、
雪
操
が
遠
近
法
に
関
心
を
抱
く

よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
近
代
化
の
一
端
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
保
八
年

の
吹
田
来
訪
時
、
雪
操
は
既
に
四
十
代
半
ば
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
晩
年
に
か

け
て
が
、
雪
操
の
活
動
の
中
で
最
も
充
実
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
吹
田

来
訪
は
雪
操
の
画
業
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
す
契
機
と
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

註①　

雪
操
の
名
が
見
ら
れ
る
人
名
録
を
発
刊
年
順
に
列
挙
す
る
。
本
章
は
、
こ
れ
ら
の
資

料
を
参
照
し
た
。『
難
華
風
流
繁
昌
記
』天
保
四
年
、『
続
浪
華
郷
友
録
』天
保
八
年
、『
新

選
浪
華
名
流
記
』
弘
化
二
年
、『
浪
華
名
流
記
』
安
政
三
年
、『
浪
華
擷
芳
譜
』
安
政
四

年
、『
浪
華
人
物
誌
』
明
治
三
十
七
年
、『
浪
華
名
家
墓
所
記
』
明
治
四
十
四
年
、『
大

阪
人
物
誌　

正
編
』
大
正
十
五
年
。

②　

田
中
敏
雄
「
金
子
雪
操
筆　

山
水
図
襖
絵
に
つ
い
て
」『
近
世
大
坂
画
壇
の
調
査
研

究
Ⅱ
』
大
阪
市
立
博
物
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
十
四
頁
。

③　
「
発
明
す
る
」
に
は
、「
理
論
や
方
法
な
ど
を
新
し
く
考
え
出
す
こ
と
。」「
ま
だ
世
に

知
ら
れ
て
い
な
い
物
事
を
初
め
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。」
な
ど
の
意
味
が
あ
る
が
、

も
と
も
と
は
「
物
事
の
道
理
や
意
味
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
明
ら
か
に
さ
と
る

こ
と
。」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
。
雪
操
以
前
の
時
代
に
既
に
青
緑
山
水
図
法
は
あ
っ

た
た
め
、「
雪
操
刻
苦
励
精
遂
に
之
を
発
明
す
」
は
「
青
緑
山
水
図
法
を
習
得
し
た
」

と
理
解
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）
第
十

巻
、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
（
一
九
七
二
年
初
版
）、
参
照
。

④　

前
掲
註
①

⑤　

図
版
は
『
近
世
の
大
阪
画
人
―
山
水
・
風
景
・
名
所
―
』
堺
市
博
物
館
、
一
九
九
二

年
、
よ
り
転
載
。

⑥　

前
掲
註
①

⑦　

図
版
は
『
東
洋
美
術
』
第
二
巻
（
絵
画
Ⅱ
・
書
）、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
八
年
、

よ
り
転
載
。

⑧　

前
掲
註
②
、
二
十
七
頁
。

〔
付
記
〕

　

本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
御
協
力
頂
い
た
、
芦
屋
市
立
美
術
博
物
館
学
芸
課
長
、
明

尾
圭
造
氏
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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図 1 　玉堂富貴図 図 1　部分 図 1　部分
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図 2 　観音図 図 2　部分 図 2　部分



二 二

図 3 　渓谷図 図 3　部分 図 3　部分



二 三

図 4 　蘭亭曲水図 図 4　部分 図 4　部分
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図 5 　青柳山水図 図 5　部分 図 5　部分
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